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と目されるいくつかの間題を研究した結果をまとめたもので、本文は 3 部 7 章からなっている。
緒論では、工学の領域における数理工学の位置づけを概観し、本論文でとり上げる問題を要約して、
その意義を明らかにしている。




































さらに、 Kiefer-W olfowitz に由来する極値探索のための確率近似法のアルゴリズムに対し、平
均0 ，分散が時間とともに O に近づくような人工雑音を加えることにより、 1 つの出発点から出発しな
がら、この過程を多数回くり返すことにより、関数形未知の多峰性曲面に関する大域的極値探索に確
率近似法が極めて有用であることを示しており、応用上その意義は大きい。
また、本論文では、行動科学の数学的研究に端を発する統計的学習理論を応用して、推移確率行列
の推定が有効に行なえること、そのための学習アルゴリズムの提案、その最適性ないし準最適性に関
する考察などが述べられている。
以上の研究結果は、推定、計算、プロセス制御に関する数理工学上の重要な問題に対する有効な解
決法を与えたものであり、数理工学の進歩に寄与するところが多く、博士論文として価値あるものと
認める。
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